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場所：明野図書館 視聴覚室 

日時：３月７日（火）  

１１：００～１２：００ 

気軽に発声練習してみませんか？ 

もちろんお子さんも参加できます☆ 

２月、３月のテーマは、 

『幕末志士の言葉』！ 

 

タイトル文字：滝平二郎 

 

～毎週水曜日は視聴覚室開放 day♪～ 

☆幼児向けおはなし会 

３月 １日、８日、２２日⇒１０：００～ 

３月 １５日 ⇒１１：００～ 

☆親子体操教室～ウォンバットエクササイズ～ 

日時：３月２９日（水）１０：３０～ 

乳幼児向けの親子体操教室です☆ 

ぜひご参加ください！ 

≪図書館スタッフ≫（児童室） 

いつ：３月４日（土）、５日（日） 

時間→１１：００～１２：００ 

ちっくんも参加するよ♪来てね(*^_^*) 

≪「やまびこ」さん≫（視聴覚室） 

いつ：３月１９日（日） 

時間→１５：００～ 

 

場所：明野図書館 視聴覚室 

日時：３月２５日（土）１０：００～ 

内容：「旅の贈りもの 明日へ」 

    （上映時間：１１４分） 

お申込不要です。無料でご覧いただけます。 

場所：明野図書館 カウンター前「特集コーナー」  

期間：３月１日（水）～３月３１日（金） 

テーマ「お金」！どんな本が並ぶかな？ 

小学生一日図書館員体験 

場所：明野図書館 

日時：３月２８日（火）、３月３０日（木） 

（※各日、２名ずつ） 

対象：小学４年生～６年生 

２月１日（水）より 

明野図書館 カウンターにて受付中！ 

 

ぬいぐるみのおとまり会 

場所：明野図書館 視聴覚室 

対象：０歳～１２歳の 

 図書館利用カードを持っている方で、 

３月４日（土）、５日（日）のどちらかの

おはなし会に参加できる方 

受付：２月１８日（土）より 

明野図書館 カウンターにて 

事前受付スタート！ 

※事前受付された方のみ、おはなし会にてぬい

ぐるみをお預かりします。 

※おはなし会は１１：００～１２：００ 

 当日は１０：３０までに受付してください 

詳しくは館内ポスター、ちらしを見てね！ 

３月は、小学生図書館バックヤード体験に参加してくれ

たこどもたちのおすすめ本を紹介しています☆ 



 

－くらしに生かそうみんなの図書館－                    

明野図書館        ℡:0296-52-2466  http://library-city-chikusei.jp/

コラム No.3５５ 
 

 

 

 

甦った「関城文芸」 

植木正明 

 

 茨城県西の小さな旧関城町に文芸誌が誕生してから今年で 43年、「関城文芸」は

86号を発行することが出来た。とはいうものの平成 22年には創刊以来の危機を迎え

た。総会で会長が辞任を表明、財政状況の悪い関城文芸の会長のなり手はいない。

創刊以来の有能な会員もいたのに、会員としての日も浅く、単なる一理事でしかな

い私に白羽の矢が立った。 

 創刊の頃 70数名いた会員も 37名に減ったが事業規模は変わることなく実施して

きた。前会長も寄金を募り、会費値上げなど対策を講じたが、支出が抑えられなけ

れば焼け石に水だ。 

 私は会員一人が一人を勧誘する、会費は六千円に値下げ、研修会などは会費の範

囲内で決算するなどの方針を就任の挨拶とした。その席上で皮肉な笑いとヒソヒソ

声が聞こえてきた。さすがに創刊以来年 2回の発行を続けてきた歴史の重みは格別

だ。別の方法で収入を計ることを考えなければならない。 

 徐々にではあるが会員も増え現在は 60名を数える。又私たち関城文芸を応援して

くださる個人や企業に年五千円の協賛金を頂いて賛助会員の名簿に登載させて頂て

いるが現在 50社からご協力を頂いている。現在は一社あたりの枠が小さいのでもっ

と枠を拡げ、コピーなども入れられるようにしたいと思う。 

 会員の提案で取り入れたのが 1冊千円で協力、購読して頂く購読会員制度だ。前

会長の時も提案されたが、正会員が減るから、と否決された由。今回 3名からスタ

ートした購読会員は今や 124名に達し、正会員に転じられる方も出てきた。これも

会員一人一人が友人を、友人を通じてその友達をと縁を求めて努力した結果である。 

 今年の干支は私の 7回目の酉である。会長就任時、私が去った後最終号を出すだ

けの金額を残せれば、と心に決めていたが、今はもう少し余裕が出てきたので会長

職を後輩に託し顧問としてどうやら生き長らえている。 
 

（うえき まさあき・関城文芸 顧問） 

 


